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　画報千分蜂’〃　男星戻びその穿て上ず用ロブ↓ト、ご関すろ

編電装　描積はほどんど胆力・ク門地め，、9米国力・ら力

難葬〉＼12よって三内の校爾擁いうま〆ら瀾麹（鋤’

して貌・こ轟黒鶴ぱ〕まぼ野営つで幽に進

魂畝翻ζ静止衡匙個露おク梱の備動打上

1デに威饗した．　’一

　我がぐ蝋引。契剥矯衛星さある技：備試駿働星（ε丁5㌧

エ）ヤ｛・き・〈J｝’ま、、：｝招承長ま汐2牛9再g日、学宙調’発…射二業団　・

衡島卑宙セ汐劣・ら陶ケツDでより打牝ザ蝿、

　　　　　　　　　　　　αク／）

＼

陰
　
　
．
．
し

　
　
　
　
嘱
謡
い
黛
急

　
　
　
　
　
　
　
一
淵
織
ヤ
⊥
ド
∴
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
窪
尋
亭
い
塩
富
源

。幽



漏r’

その封ち上1ゲセヨ12ちなんで「・きくコと・三三虜久セ・
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　弊履終了し鯨六脈ララ朴毛デ∫U4翅鮒

，年ノ／箆鷺め、1種写島穿宙ゼンター1て覇送亡岨．感動／丁

戦備作業：に入り．昭勉4ユ」年2月23ヤヨ・種矛島亨函ゼ罐

ター．ヵ＼ら♪轟コケット3号轍1・2よリ打ち上≒ガウ承花，抄

げ約2ζ一．分緩1とi鍵移・1軌i這重1てオ乏〉＼ζ・れ、4：．6η後

勢鞭嫡一概・聯42牢月26彫却四
駅近でアポジ乏一坐擁継て、ドリフ威幽粛

《。臨。練eて衝獅翻鰍適面｛（学問直｝弼陣

こ三三三三縦難して傭・4碑3汐
　　　　　　　　　　　．ζ£／∠）

・最終回懲伽斬い興起β・庭〃静止自標位置ヒ摂

入、載汐ぐ垣ヨ初の静止力等星とな『・）だ。

　γきく2考・」は4Tしげ塒よリヒ手rr」＝、ゲ環晩三碧量1獲」兵

ぴビ eレメトり｝〈zよる群星の動作i盈認」が髪権きホた．．

蓬移蘇捲、ドリフト：軌滋上．では、戯麺決：是の憎めのβべr

ンドによゐ後脚剃建・軌遭、．姿i勢町回ボ手是どあり曳彪

さ武ほまちメカニ々ルデス・ぐンアンテナの動作縫認三門

わ1R托．｝稻和ぐ2．耳2月まより衛星剥暦一すろ．食ヵぐ焔まり、

昭和チユ辱4・月：初匂まで継続し、ゴ食量月周の運用が髪施さ

・R噛

蘒ﾃの・向1〈拓和6）．2葬3月初匂浸乙示励（衝屋橡能

撮蜥い1押脚四壁紘いこ下締薩。
躍和ぐユ琴4月中句’に懸劇去描輿験嗣送予冷の漣続動作＝、

鍛洞貯陶の鶴難播劉鍍験垂経て，膨σ毎年、

《耳下フ司よリ卸正好自電廊研三筆1プ弟・いてミり装〃ウ電3爽伝

描曳験が＾嗣：嬢さ・1磁。轍遂二丁涛深び薯勢〃保痔は／＿・

劫月密に號想叙漸要の箱髪壱簸持していろ。％和

金増恥焔1鯨麟段階鰹了しをが溜寵下
灘描曳駿嫁施していろ。寂τZlよ同塵衡星に対すろ・貧

期離〉＼塵が、擶風証・降勤イ擁しでいろグ

　「旧く2身」の三三であろ静止衡屋ノ）三一ニヒけ装術三三

　　　　　　　　　　　乙～ノフグ

．L幽



得，軌適潤飾校術〃習煽、弓勢イ三校三三三三威祉

　げ浸役乳用老通じて駝全疹早成さ4べ「匠・穿拓i軌節劇朧

げ多櫛臨験テレ刃一、ヂでタ〃刺鞭通じ、葡綴

　器6η穿宙におげみ：橡省薩能60多くのデータ弓取碍出燕、

　ミりの電i疫：，仇掻髪験は現在．右継1続申であfl、デジタ回

訓乏な野郎的な解新が術の潤て・・多ゐ玄肩菟姦解翻維

納が冤込学外ゐ∵

②　枝備式験衛星’騎馬（下下β一皿）

　　葺て，9，匝一は火電力を妙要どすろメ、工衛星に其遜旗

　軸衝飛騨4＞国主廟軽能力雨落勘るとx’一物z、耀載難

　綴魑の穿幽環境下き〆）機能訊｝験咳尽せ4『r・うこ．と皆吃鋤

Zしを蜘野獣難星であ為巧丁β一皿〃ミツラヨンは

　浜の4頑冒酋あろ．。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　D　三軸増勢制御：酸：能〃謝

1∂四脚惣ペドノレ嫡嗣橡能の旛謎

　・の　能動・式郷li御機能〃ク麟君

｝の・纐難弓削ビジコン躯ラ瞬結姥獅麟置

　　能鰍鋤綜置灘轄ンエンジン装蜜）”粥

　　擾：下で・の機糀≡試鯉

　　ピ丁β＿π6η賄範ぱ、可能牡限リ国蓬弓術”育成殿、

　　　　　　　　　　　　　婦〉

倒産都畠の活屠4図ゾ、自主設計老壌周Yしクつ、三動

’働劉三連弓術〃フ三殿的な一弓術靴＼を所う＝乞により、三

軸三星瑚発纐倉の早期三三空めどして・・．ろ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轡＼

　　　　　　（捲費鍛櫛器）　／＼　　　ノ

三三繍繍星鯉（四丁卿磁驚！

　　　　　　　　　　　　卿．9♪

、、二幽幽幽



ン▽

装備繊理「亡く」協鯉ゼをく拶」1て続〈枝繍

論衡星Zして，臆測4勝劇乏町β一皿あ薇三三三三

施し、衡星システムの．割田を固ソ虜。τの娩果吃麸醜

女フ・ダβ‡度lz一『E　7’β㌧皿み予楠設計6η実施：・r鼠鶴浸

システムの逡髪老婚行じ，麸本四計柱綴を弓庭し左。ま髭，

携腺験糠霜以罫伽身秘し縄墨窒計鞍施し期

鉢良知を決奏し琶。。・｝吻刀予備言三三象吃継承して珊

和チ之彗度ヵ＼らE：丁9一血の開発｝てz彪与じち。

晒・診嬢1遂麓縮嬢施レ，妬卸43嬢〉縣

詳細設計、之らにプロトタイプ・モデル浸ぴフライトモデル

。無作，試駿ち行い，｝招和ぐク葺／月．一2矧z章動菊

センターからくれコケットによリ高度約イ〃グ〃み（艇の円蝉

1ぞ打虹ザ・ろ矛挺であ多．

＠衝星翻多々ま太陽電逝ペドル・を厩クた箱理圃潮騒

　伽2！島せ／、9夕照）

⑤　亀≧原系譜木・陽亀う建ζノぞドルをヒeツ激動に，馬鞭レて敢りり

　1ケ、扮クピ、ソ身動ま必リ｝？太傷追尾あ回・転遷す多よ糾

　御づわ言愛壱十であ；ろ。

◎饗舞・獅系は．含軸切アク・ンヨンホイづレ細鱗：

　ロ三一×ンタム三軸薯鋤1御方式であり1ピッチ鶴峠

　　　　　　　　　　　　ω〃）

．一去ｲ∂セ》サに献酬センサ気ヨ庫離Zンサ回し一ド

　ジ∀イロ吃爾いデジタル門内回路で纏狛獅を侑う。

　初賜物…三軸無勢楠’捉はう・一ケン又フ。ログラムさ三三鞠

　に葬テら・こ一～ごとす多σ

④ラレメいハコマン隊は膿腫使用し漁離艮な

臓醇化三三ぱθバンドのトラン又ポ’ンダ画三三

　上局力＼らの不可視啄で〃りヂー，タ月文象にテープレコーダを．

塔載サ多。9

1◎ガス遡ッ隊は誰兼ダンク2掴z／2働ズ尿

タで搬能的な只辰祭垂揚成し、初麹三軸婆野洲捉学際

撫誤差講瓦ア．〉・イング零断吏財拶．

㊥熱繍繍d獅三三獄三三勧剃鰍し諾鍍験

丁寧載碓サーぐノリーべ使物角働撫剃県門計

　とすろ。

⑨鯉鰻ぱ約93♪些、誠衡命嫁磁蓼クク％、

　／耳：なメ多：之ていフる．

＠装術試駿備崖π型（零丁βヨ▽）

輪星はN一五助ットの打切播州石齪＼れヒげ撮

蜘牛碗得，糠淵瀬四脚癬吃頃豹とづそ二四
三三三冬吻彦。．

　　　　　　　　　　　　飯ン）

∴
ロ
．
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　擶星刀ミッションば）翅4璽冒であ6、

　D　〈ノー五ロケットζη遷移軌道援入能力の纏認

　｝P　N一豆ロケ・ントの打よ二げ環境象件‘η三三一

　の：大型三三〃製作・取回弓術の三三

　lY）燈鍼機器の三三環’三下さ〃ク，三省融験

　なあ、｝の項にワいては、蓼鋤1御系や国産コンポ端

ントの基本搬矯0他、各痴究機軸から祷ち迭み6燈芯聖職

搬霧（学宙閥議事幽趣のチ，フ・レコーダ、電多椥礁伽

雍所の・ρルズ型フ・ラ穴てエンジン，；航室穿宙装術硫鰍

ス勉ン型地誌惨サ、機須賀翫観珊究墨画桝

ム煮電界劾累増鬼斗）の機能試験かぐ対象で窃ろ。銀星の痢

軽ぱ穿覇画細事蒙組勿装備下積・長ぴ既存設備・蕉蜜無理

な卿鞠伝ジ外薩ア勘・＼一ドウェアすべ脚

いて自主断発す多こと杢耳標どしてし疹．

幅～）

ズキヤフンなノ

地耳センづ

／＼

　　　　　　◎

　　　即く「僻

／く

　　　㊨　　，
　　　　Σ・

ジ

　　　、Sンぐンド’メ・ムニ7ン万ナ

＼ここ’ @　　　．

　＼、噂

織＼
　　＼、＼

　　　＼

◎　　　〃

　　　　　〆♂ノ　　壬iク／

　　　　　　アギシヤノレ又ラズタ

　、・～＿＿＿ノ　　　　　　　　　　　　∫
　太傷亀遮パ菌レ
々！f

）一／2　按礁瀬験：繍屋て▽型（町5’一了のタト観、1図

　　　　　　　　　伽）
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　資隔靴4／砕麓に野屋6η斗既鋪蝋壷6ご1（予備設計残

糎し雄郵鞭玖私を挿し・麸ム衛ノ翻心

回し養。粥和如葺庭がら衡星嘲麹z老4し姦加で

鰯。麸本編証跡細設計ぞらにフ・ロトダイフ・拗レ

庚ケフライ1一乏デル0製｝杉・菰験を獅し・、獺和錨

ノ月一2月z罐写島海底セ汐一力＼らN一工防ッ／

ノ号緻によフて塾移勅壷（遠地点13瓦5〃・欺諏

／眩露、ノ／91クκ％し）〕勿建ちヱけ竹ろ矛髪1で・あ彩。

＠循屋の拐状ぱ再摘形太陽宅地ノ？ネ♪レ竣毛〃謡曲

　・形（直経只／〃t，高ぞん9・惣）

㊤電源葱は木陽電兆バネ）し（発生電力約／2鯉），

　電ヵ制獅魑炭Z躍磁心鞠Nら橘成をれ、横給電力，

　／oow以よで設計さ誤て・へ，ろ。

◎　…心惑4御i桑は嬰勢セ弩ンサけ也球センサノ太陽ゼン

　サ♪浸〃嶺陶回路第＼ら・詞壇ぐ漱，ノ衛畢〃濯轡1陶』

　能：動ニューテ〉シ計ン制御機能を；愛す多。・能動づ

　一テンシヨ：ンフ機1能は加遼総計でフ嚢底ぐ以セニユ〆ラ

ン均ン蓮観ガスジェット奈嫉用軸物際ダ

　ンピングさせうち“ワであ診．本樹屋獄逢勢寝症型糾

飾乙とφ・ら二三テ》泊膜蹴発三面辮

　　　　　　　　　　し28三

　能をわ荻脇備えてい．う。

④ラレメドリ・コマンド象ばV日磁心に冗長緊と

　　してβバ『ソド4便用し露出彰面し夏験すろ認

　　∠した。こ”死長系の5ベンドぱ距離農～父距離変仏

　麹淀切併用を考囲いろ。こ講、四丁切環境測

　髭装置勧繊寸ろ詑ビしていう．

　＠　がスジェット象は園長系をもつ荘2．個のアキシヤ

　2レスラヌタ1zよ・ノ趨勢制御口幅能動ニューテンショ

　　セ制御を行う・

㊥熱制御系1綬面制御嫁体Zし仁設計Zすろ．

⑨富屋縫は絢∠33解花アポジモータ相劾ダ

　　ミーウェイト絢323k昇を内蔵していろ。智計看’命

　は識纏…挙9ク％，3カ月を彦老ていろ、

∂　電離層観測惑星

⑦’電：離紙面刻腐・星（1β8）r，うめ」

　　彪縮鰯111衡星（工β∫ハま、電離層’を伝搬麗zす

　ろ燈皮＝通名の効毎的利用を図疹ために、電・離層諸噛

　粧：の也界今：布、電：疲雑省〃心仏画布砦6η観刻を逢｛・的

　とす多診ので：・あ；る。

　　塘に載が國では＼，比：藪的／〕＼電．カで遠星巨回診がで

　　　　　　　　　　＠）

、．≧幽幽



3

養ろ短痴ぐ三三的な通修乎段∠して数：多く到醗4t

てし・ろ〃りで、碓灘：扇観劇の蘇は大きい。．

　従象，破離層の三物陛ば，地上後記弼固斯1て雌、

さ堺並雛・1所匡おけろ電3纏llにより、・データ碗

碍賄輔三三しかし三三に四刻垢搬置

すろこZは圏難であわのてこ・，編雇によう観剥は瀕

昇上．の軸…三三塒；‘η把握にをわめて肩効旗鍛で

あ疹。本衝星の論元やま表2－2－4〃りど’おりで励

表2－2－4 磁離層観適騰屋（エ∬）㌧め」三元

②軌

寸
．

状形．
②

量重②

蔦
薫
禽
期
状
但
．
さ
量
比

三
遣
循
凋
形
直
葛
．
璽
灘

5？90κ似．

／ク／22〈倣

卿度　｛
／∂紛　i
　　　　　　i

三一勧　i
　　　　　　i

　タ40玖．i
　　　　　　…
　82（旗　i
　　　　　　i

／御i
．／。2＞既i
　ユ　　　　　　　
　　　　　　き
スピン身是｛
　　　　　　じ

郷式｝
　　　　　　i
スラ又ト∠毎一ブ’i

　　　　　　く
廊ツラ外回
　　　　　　ぎ

心馳一
　　　　　　…

β葺威毒i
纏奉ク〃％♪｝

　　　　　　；

し≧2の ゆフブ

　i

　
　
　
　
　
　
　
　
墨
諦
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捧

・
＠

ゲ
’
ケ

ヒ
一
期
ロ
場

打
．
．

㊧
．

ポ

シヨン澱雷
！三編観測麺　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　ζ

ゲラで捌編　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　l 1．

耕ン二二鰯　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　｛本＝機紹
　　　　　　　　　　　　　　　　i

隔星環鋼崖媚　　　il　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii　＝〕マンド鶴蒙置　　　　　　　　i

�?潤?堰@　　　　　　　　｛

㌧

上ず

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
堰@　　　　　　　　　　　　　　　　　　il　　　　　　　　　　　　　　　　i

@　　　　　　　　　　　　　　　i

期 宮
伽餌2ゆ9・　　i　　　　　　　　　　　　　　　I

ロケット

所
i

Nログヅト2犠　　　　ii　　　　　　　　　　　　　　　　i　．ヲ鐘写島身L宙センター　　　　　　　　i

◎2δミ）

　　魔鮪壬腐駝甲州星偉．次のようば四二」宏待う。

ρ　磯鶏堺圏契磐前世堺，介朔の観週11

　　衝星に魑賜ろパノレズレーダ械の電離層観

　劉葉竃を便直しで1辺8＿／ζ岡斤柳総懸罷

　鋤娠地探董Yリまく電離層の鍛大副手｝密度摂

　な・之の忽さを劉幽する。：取回さ訊お・デ＿ダガら、

　上熱電離心〃空写蜜蝋ゲロヲアイル望づ裏釘レ，

　o〃挫に麸づ窒短裏通彪〃予報1，2）聖画な電離層臨

　界属蓑；数：〃世界分布老’碍巧。

lP・塵鍍雑看の油画分、布5ηノ観遺ll

　　＝で素謡慈心叢々方｝護する嬢畜〆フ発生：源酋あわ留放：

　電の地域的、硝樹旬分布漢家め診ちめに、・狭・帯

　域タイル心安南づろ電≧麟鴻四温・陰置老使用し

　て，2娩・ξ／汐惚一、2ダ潮z帯の4；吻鰍

　予感授論じヤ盤窃鍍の乎矧齪a兼職粧雑

　老4）灘生頻度老耀感す；ろ、

『の備星が撫鞠す拶屋）爾プラ穴て糖蕨瑚淀．

　　衛二星6η軌遁上に盃け6電離属プラスごマ誌諒す

　なの族プ＝ラiでゼを繊威；す：る磁．多，イオレの騒

　度，遍離ラングミュアフ・ロー秀玄で劇是して、

　電離層・η生威浸z珍葎威〃綴禍差明ら・カへにす房．

　　　　　　　　岬ジ

、一＿謡磁



恥備’屋瑚鞠訊堅感気イズン質墨が賎

　　二二の軌適均2含けろ確離層プラ脅忽鰍

％正嫁ン魚眼蘇ツ翁面晶晶で
測妬して庫瞬の些威民ぴ面恥捌昌無職

　力＼1τすろ。

　　確離層心気・腐星”糊発｝ま直和く多／耳〆。月匠

旧記暫勉装衡発話に飼いて・’ z晶晶9の鮒が

醐始さ・帽壬＝とし2始まろ。歯鏡42犀9肩瀦

鹸層覆刻衛融筋議会み心立さ粛、濁協議会防

　いて，電離唇観劉腐望〃肉溌内面がし彦、・i瑚

　らゲz2さ必、霞離層の世騨｛分：布〃鞭・1浸瓜盤痩

；雑看6η世界・分布‘り剃髪玄ミッシぢン湿す多’初

　となつを。なてb・電譜二塁旛界周襲：数〃ク観点シズテ

ムフzは、誌面量。圧縮を図巧ため夙ディジタ

　ノしイピ劉蓬力式塗採．三つるこてとな9髭、

　　効ようにレて本古論嗣経藩論4購3

　月にメーカーと〃列前で・契で灯，が結ば’，豚進，試しら・陥

≧どどなつセ・・

　倫星の瑚踏ば、当無，誠心使術庁穿諮即癬

　進添部ヲヅ三三吃1行っていた衡コケ・ソト6η三舞ス

　　　　　　　　（23り

ケジ’ユー2レに／含ギニわ：＝ととし、フラ・イト毛ヂ》レ

。彪歳ば羅和46昇；初めに、君上、ゲiよ伽46

｝復幽囮行う計画ぎあクち。しカ・し、郎和4多

犀イ。冒、享宙瑚溌…封藁組離調立さ必、電緬

蜥にあ・いて進めら以てき彪フDロトタイフ吻肉

発薫務は，穿宙醐思事1蒙闘ぼ継ゑせ躯ろことと

なづ杉。

　ゼ‘うk，学霞博1麟員会｝よ、三三趨測擶星

を昭和4・6」鋒老込裸に漸諺レ、祠じく卑宙断溌

事妻ミ覆fで嗣発トす二る1コケット1（二よリ，厩知47年

復に軌透傾斜御ク〃度，島度．＜、ク〃κ〃しの鴻：軌

緬舜丁ち均％二ど離しセ．

　御回・照和4餌ρ肩に、老煙ザ養三

眠鞍離層観測衝星ばNロ修ツトLぞよ・ノ％昏昏

耳／ハ2旨巡れ¢打ち上1ゲら寧ろ二どどう客っ長。

　網子・6η電気后寄生能の油揚｝生堂検計づ’る寒

雨，ゲレッドボード毛テ塊の製づ匂探題和聖

恩ム剛麟随意総藻和4ダ卑3聯Z象了し捻。

　エンジニヤワ〉グ毛テ塊，熱乏ヂル浸ム備造

毛ヂ，レの三権眺旧知4ぐ揖8肩1鋪燈翅肇。」

　　　　　　　93／）

．L一腰



エン・ヅニャリレグ乏デルは、・二三二三46舜3障

フ。ロトタイフ04フ彦愛計に侵｝袈させ：多彦き06η名・働

《三三を終了喀ちr

　ま仁、嵩i膨ヂ》レ摂ムr三毛デノしな用いて衝巽

シズテム〃ク灘械的，熱的環境家件k乙対すろ嶺

弓術っ杉。

　フ。ロトタ．イプの設計は聯4ξ匁／2勘酬

始さ訊．、ヨ召恥4ク，三夕屠19完了し髭。

　ザデシズテム〃認廷試験1は｝三和〃3毎ノ彫

終了称創を続き痘衝埋〃イソデグレ〉ラ或

玄移是誠験ガヲ了の訊、｝班乗工4（皇2茸夕月にヲ。ロトタ

・イづ）みκ夷成レ彪。

　くfらに、フライト毛デノレグ・仕蟻を雁認づる・拓

勘職二三乙劣．・て轍瑠艘　良ち撚

雅惨タrに伽マ磐融幾｝矧彩
響試駿を舅雍レセ。

　フライトモデルば一、三和4餌3琳刎樺

醐始した。

　サゲう・ス．≠ム〃ワ妥磁心験頻回面諭。導4解

終3し、旧き読：乏、燈ア星の、インテグレーショ以

　　　　　　　（2）ン）

》ステム受〉＼試験を行い、癩和60躰9月にフ

ライトタ．イフσ〃＜彪或した。

　循・崖の打：よ二ず献、躍」和4／耳λ月⊃9降ん2璋

3・分，〃磨ツト2男搬嘩耳瑠齢〉タ

／㊨行才）γし征。

　打ぬデ緩増田追蜜鰺面忘で一衛星のテレメド

．ワーご／35〈例2浸炭冴4・o形〃2岸）老受信して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

添星勧彬デー・タ吃取歯すろ彦ともに、祈長の4

手ックゴマンド（／¢8瑠ヌ三三修して、・

テレメトリ徽ぴコマンド象が正蜘勧醸して

し㌧るごと・を寵し「臣。

　初期：段賭〃ク送還鋤i｝ぱ、擁1＼田翁跡管制所づ｝ご3．

月ノヨ坪前ノ爵世財焔しち蕩8周吻樹心電疲

腰台降デ感心劇観刻アンテナ鱒最

∠噴調1斜行の玖、三星荏勢ち正弟であろこてカぐ．

確認ぞ承彪。

　噺廟ぐノ碑3胃4産み夢9プ’藺楓ヵ’ウ薩磁

区観測震置（尺、4N）φ鋤作三三が）行み八【刎

寵き、ワ・ラぞマ判急迫ぐ只・Rナう、麗玉柏観心

装置1て丁OF・），艮うどイ跳ン質．麹弓髭器（下フ1（つ

　　　　　　　ζ♪、館）

．L幽



油画イ輔険朔抽へ命翻・版彫殖
二女計愛おり正常に動出すz5’咀こ∠が遂窪：認回し淀

三稜階におげ疹灘則ぱ十，分可能であると判三

幅彪“

　しかし、4旨／旨から倫堤痴全冒無状飾λ

ろZ，ベツチリ掲慶みぐ翼幣に島くrぼ弓，療堂

一点げ、るよう橡作を男了ワ珍かご、4’月2二二44タ

岡回以降麦／勧ぐ感恩え，存。

　詔よう1＜惰三三1ゲガら｝賄・／カ・三三

雌…媛測に入ろ直前ヒ面出〃鱗〆停止レてし

まつ彬．

　成黒にクいてみ層で衡昆が繊能雄き三三

吻約ノ凋勘禰応訴心し・て観髪4デー／

が輔さ“瓶搭載ミヅ瀬ン綴霜〃働イ繍〃

，働讃料陵ビまらず耀刻酬∠し榔

マ厨究妬1ぞあ’いてあ／爵噺み・冴テの訳葎一

　確離層の魚皮扇面ミヅション（マ0の∂1

汐ぱ、雛〃ク閥回躯つい礪ら躍酬

醒離層臨界身幅数の龍：球閣楓分布が侑ら絶

衝塵閣幽の約／∂紛刎却（臨界駐皮蜘轡1

　　　　　　　ζ回り
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回・分布が観刻・さ・｝へ任の｝よせ界㊨初め・てであり，

‘薮’離層の蜥の状態を杷二つる≠…めの肩勧な三

無を敵えろる〃フであ疹・電離層の不視則弓庭

起匡fすろ散乱粧の電離層反；財工つ一ヵぐ、南洋球

の緻ざ髪信さ承てい疹刎¢対して4K拳；三三

：威～を依’臨ζのヒ（いな、いとし・う髭う二三果が得ら

qて一（いろ。

　勲推勧観心‘1ミツ》ヨン依細）1セか

て雷放電に、伴う電毛史漁者；酬（二三電），那観測ぞ

敵　　　　「．うめコ6周逗レ今のデータ1二より珍璽

が罐権さ：d磁位置が図2－2一／ψにま湖じ翻り，

末萄付近の地域ぢげ各回くかなり謙簸｛④し’

でち区民だ躯てし・る。屋電翻壱画…象0絹7ク％

が韓陵±70劾煮壷高上．室で栩狽llされてe乃・

室・醗生位激よ、「つめ、の動道上で室覆綬

治し俳勧繍星位置“跡点点1冠す疹直

話約’ Cタク7轍の博肉ロあろわのと彦之ら・肱

；）klよ無冠層に斜珈て入刻参参輕蜘ま壷直r

》側す多電液よりわ電離層そ雇財さβ／・湿し’し

どによる、

　　　　　　　ω〆）

　π旧離ゾ溺ブ。つづぐて観∋豫1ミッシ≡ヨン（Kγ♪丁）r二

よフて，三三近傍；あイズン艮ぴ健イ“フ三度，；温

霞ボ三三さ三三。プラでてのう易度｛三三三三威

で高〈なワてあ・り、太陽三三協の工家ルギ＿

貌入によゐ毛ので備星位遇での纏憂化ば旧

離雇臨界露纏嫉動幻刻志してし・，ろ．

　イラヤン象盗読・の観ラ則ミ’」ンション（F）工（二）1・乙よ’

うて橘ヲ郵丘傍。／ヌーンの組成が頻・彪婁畝ちトう

め」三雲4・2軌≧萱において鞍則｛≦・1突一彦7k豪イキ

ンぐHつ屋ぴ・酸素イオン（び）の髪農が画面に．

隔よウて移り変dつる様．羽文函｝ユ・一／タ　　ヒ禾さ4失

ていろ・同忌詞浸PTミツ〉ヨンi2よって

1刻足之・承た衛灘丘虜み電灯温度（〈／¢）が併荏

てまさ玖てい6．急減ヵ＼ら、酸素イオンが低縷

慶嫁で三二に少なくなクてい層二と，が勅＼ろ．

姻ク）
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②電離轍軸心てエ∬一房じ拗2貌

　　本意星は・当初一汗眉緯刻衡屋ヒ『うあ’グの手飼

高望乞し1て賄戸〆動ら欧ち。－

　　「うめ」が∵打七ザ後絢ノカ目で不貝回と枢9、

塀を釣な電離層勿1観劉が彷えなガフ彪ので，的野

　逢彦孜修を加之誇／ロラヘソト1Cよ・〕｝蝦知チ3牙2

．肩／砲図上鵬れ毎5『 iデ星旧名ぱ裟2湾

”42之二あ’ワで：あろ．

　　エβρ一肋蘇は％和如算∠自せ終3し彪．

　サグシスデムの多くば，ヒクめ」のノぐックア、ソ

プの遊めヒうめ」の打上＝ずまで・に紀年さ弓（・ド他〃

サブシスラム額諭夕茸3肱でに5裂作を終ゴ

　し任。

　　コピ　

　　クめ」は、全目灯心態でベツチリーの温度が

難ぱ昇レ、雨テリー蜷樗華墨1て襖倉

が回し屍のと瀧舗てし霧．

　この彪三一くツアリーき一発許すろ熱をケ危くす

ろzと稼～バッテリ吻熱鋏雛良くす6物

電源劾改砺廟テつ髭。

　溜勧4ユ耳3再まで・に，ノぐ、ソテリー・を除くサブ

　　　　　　　　　（2が）

　　　　蒸：i

　　　　l穏

蛍＿纒



シ又ラム抑改修浸ぴ受入試験を終了し，3；を線

．鯉の／ジアグし一シヨン・シ石畷λ鰍’

回し＼瀕緬4三年／0月に三三レセ。

　ゐ〔あ’，／ぐッテ．リーヒよ1お三三］42年3月までに改

鍬｝腰回計甑維紹し三和三三8目
12ぱフラ三三三三杁衛星口三三し三

三噸獅ξ嵐端／6三三霧学留セ
、ン三三＼如bケット4号旧例1¢よ・三三・

硯在、）1質調に4仁勤レていろ。

碍～の

表2－2イ甦爵幽・観三三裂（エ∬一6）㌧ラ拗2，豹三元

［蕨二蓋
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i　　　　　　　’．　i
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i　　　、　　　　．i
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i②重　量　l
i　　　　　　　　　　　　l
i　　　　　　　　　　l
l

i＠姿勢髪是方式．i
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

｝④鋤御1

i　　　　　　　l
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ

1　　　　　；

l　　　　　　　　　　　　　　　　　i

i　　　　　　　　　　　　l
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
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1三牲
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　9ク∠メ（・〃て

／2．2．2ヌぐワ少（．
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口噺多　　　i
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　　タ4（双　　　i
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　　826庇　　　1
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ぜン譲　一
　　　　　　　　i

o
　　　　　　“i
ズ、ラズト、∠弁ユ爺フ2そムーi
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フラ、外デンキ弓造；
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汝夕年三確奉勿勿i
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　　　　　　　　　　丁　　噸　　　二

i　　　｛排三三賭　　　　l
i　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　i
－i＠勘燃．i糎翻検雌置　　，i
i　　　　　　　　　i三星鍛境≧則’髭装置　　　　　　　i
i　　　　iコマンド三縄　　　　i

｝　　　　　　　　i轍裟置二（・去蜴鞍宏以ガニ絢60確）i

｝　　　　　　i　　　　　　　　　　　　i
｝＠打麺げ　1　　　　　　　　｝

i’　　場漸　　　　　　　　　i縫各島卑宙ゼ〉ター　　　　　　i
　　　　　　　　　｝　　　　　　　　・　　　　　　i

硬タ2～）

導知一2－2ρ工調一助写葵
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②、研発潅動

　　電離層翻・1三三の回歴bあセっ・・（1叡、共洞蹴

　嗜老：遜じて催握燈三三ミッう纂ン二三の肉蜘塊

謬駿1のしへて卑宙嗣発射豪団と二三三三斯繍

　力鰍が維堵一さ4セ（いろ。三一｛（：プラヌごマ三三叡

　びイオン組成劉定器は、電…痴断捲所、ηフ。うで餌

　エンノぐ一1（よ，ろ三二をi亜し・て開鄭ぐ蜘ら激彪，

　　獅臨旧記按数回轡1｝二ぱ、デイジタ）レ傑

妻1回忌刻方氏∠論理動イ働ぐ：保陽さ’三一（・・ろ。コ

　よう極分戎ぱ雌でも初めてであり，観劉翻の

勧三論埋擁罷づろ工め，カナタ㌦0アノしエット、

エSエβ衝星1戸よる三二サイド砂〉ディング

　のテレメトリデータを剥用して，電浮計購によ

う論裡動イ物》ミユレーシヨン契蜘ぐ電細糖

　て1行しわ以づそ、

　　壷離層慶剥衡星礁蠕に｝望屡な地：並三三罐備

夏な彦ズテム）痢捲三三ロ44年凄汐・ら毯三

三ぞ郵ら双在、艇島三所では、ン肋44蝦ガ

　ら4ク年度r乙ψ葎クー（亀離雇観う舅ll衝星嘘剃鞭N

設置ゼ訊、48，49年度にわ、・て、計蝉媛姻・

　　　　　　　　　ぐ24の

絹レセ1官制施設の・自鋤仏システムバ崩罷さ承彪一

麹畑究所仏所1誘・いては、：賜47，43～4蘭二あい

で、フ）レて・ソト，ユ3工∫衝星艮び電離層：．1醜≧刻1衛

星老対1象とし拓イ才ノグラム解薪診左めの式〉ラ

インシステ∠＼〃ヅ嗣孝隆ガ◎行の取、4タ，¢回復に・おしへ

〈、新規三章入6η：六型劉葺橡を中1ヒ〉どすろ照星デー

タ翅理・解駈システムの燐1発｝が：1行レわ岨づを・

　一方、拓和4函，8目から鹿葺勢衝にあ…てテレ

メトリを湘記し在アルエット催三更ぴ％和4《昇／

意趣権廟碓〃フエ5冠3ノー号，｝招穿ロ4義年5’月受彦隔
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